
９月放送のCTY-FM「よっかいち　わいわい人探訪」でも紹介します。（放送時間は裏表紙へ）

ができれば、地域で求められることと、自分の
できることが一致するのでは、と考えました。
祖父が所有していた田んぼと、耕作放棄地を

活用し、1,700平方メートルの敷地にハウスを
５棟建て、湿度や温度を自動管理しながら幼な
じみと一緒に栽培しています。

収穫したてのキュウリはみずみずしく甘い
ハウスの中は高温多湿で、夏場の作業は体力

的に厳しいです。キュウリは生育がとても早く
環境に敏感なので、湿度の管理と水のやり方に
は注意を払っています。良好な栽培をすればす
ぐに反応し、結果が出やすい作物だと思います。
特に、収穫したてのキュウリはみずみずしく、

歯応えもしっかりとして、ほのかに甘味を感じ
ます。お薦めの食べ方は、シンプルに塩を付け
ただけのキュウリです。キュウリ本来の味を楽
しめると思います。

四日市がキュウリの産地になれば
１年目の今年は、見た目もきれいなキュウリ

を作って消費者においしく食べてもらうことを
目標にしています。「おいしかった」という声
を聞き、想像以上の手応えを感じました。
今後は作業効率を上げて、品質の高いキュウ

リを安定供給していきたいです。そうして経営
のモデルケースになることでキュウリ農家が増
え、四日市がキュウリの産地になれば面白いの
ではないでしょうか。
９月は植え替え時期で出荷はできませんが、

11月半ばごろになれば皆さんにおいしいキュ
ウリをお届けできると思います。

新鮮さが命のキュウリを地元で提供したい
大学の農学部を卒業後、愛知県のJAグループ
企業に就職し、営農に関する最前線の仕事に携
わりました。中でもキュウリ栽培の研究を長く
担当していたことから、30歳を機に地元に戻っ
て農園を立ち上げようと決心しました。
キュウリは新鮮さが命です。けれど県内には
専門に栽培している農家が多くありません。収
穫したものをその日のうちに店先に並べること

キュウリ農家「J
ジ モ ト

IMOTO農
ファーム

園かわしま」

代表　林  佳
よ し
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今年３月、小
こ

生
も

町にキュウリ農家「JIMOTO
農園かわしま」が誕生しました。地元の人たち
に新鮮なキュウリを食べてもらいたいとの思い
で新規就農した林佳史さん。５月から出荷を始
めており、消費者からの反応も上々です。林さ
んにキュウリ栽培の苦労や面白さ、一年目の手
応えなどをお聞きしました。

収穫したばかりのみずみずしいキュウリ ハウス内での作業 「JIMOTO農園かわしま」のハウス
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「選挙にGO（いこう）！」は、11月24日（日）
に行われる四日市市長選挙に向けて、全３回
のシリーズで掲載していきます。

第１回目は、「選挙人名簿」についてです。
皆さんは、選挙で投票するためには、「選挙
人名簿」に登録されていなければならないこ
とをご存じですか。選挙人名簿に登録される
要件は、①18歳以上の日本国民であること、
②住民票が作成された日（転入届出日）から

引き続き３カ月以上その市町村の住民基本台
帳に記録されていることです。

登録は、毎年「３月、６月、９月、12月」
の各月１日を基準に行われます。また、選挙
が執行される際は、告示日の前日（今回の市
長選は11月16日）を基準に選挙時登録が行
われます。選挙で皆さんの大切な一票を投じ
るためにも、引っ越しをした
時には住民票の異動手続きを
忘れずにお願いします。

四日市公害と環境未来館は、９月11日（水）
から10月27日（日）まで、そらんぽ四日市４
階特別展示室で特別展「中村征夫写真展 
Magic of the blue ～深遠なる海への旅路～」
を開催します。

水中写真家の中村征夫さんが、半世紀にわ
たって世界の海を取材し撮影した、魅力あふ
れる作品の中から約170点を展示します。

中村さんは、19歳の時に独学で水中写真
を撮影し始め、その後東京湾に初めて潜り、
ヘドロの海でたくましく生きる生きものに感
動。以降、海の魅力を伝えるとともに、サン

ゴ礁の白化現象を起こす地球温暖化や、生物
多様性を脅かす環境問題などについても発信
しています。会期中には、世界の海で起きて
いる環境問題について、中村さんが語る講演
会なども開催します。

海という大自然の中で、懸命に生きる生き
ものたちの生命の輝きを捉えた作品をぜひご
覧ください。そして、本展を通して、美しく
素晴らしい海を守り、未来に引き継いでいく
ために、私たち一人ひとりが何をすべきか考
える機会となれば幸いです。

今回の市長選挙では、高齢の人や障害の
ある人のうち、投票所まで自ら移動する
ことが困難な人を対象に、自宅から投票
所までの往復区間をタクシーで無料送迎
するサービスを実施しま
す。詳しくは、四日市市選
挙管理委員会ホームページ
をご覧ください。

写真左「凪の海は穏やか」、右上「海の宇宙」、
右下「ナカモトイロワケハゼ」

 選 挙 人名 簿 に登 録され るには  

 水中写真家・中村征
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 「海の生きものの写真展」を開催します 

問 四日市公害と環境未来館（ TEL 354-8065　 FAX  329-5792）
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問 選挙管理委員会事務局（ TEL 354-8269　 FAX  359-0286）

第 1回

選挙にGO!
せんぴょん
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